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1. 研 究 目的

幼児教育における表現活動は, 造形的な表現 ・

音楽における表現 ・身体の動 きの表現などがあ り,

どれも他の様々な活動 と一体となって営まれ 「人

間形成の最 も重要な通路」(1)となるものであると

される。

坂元は幼児の表現活動全般について 「想像力を

伸ばし, 情操 を豊かにし美的な方向へ向かうもの

である。」(2)ことのみならず 「身体的な機能や運動

神経をいっそう発達 させるものであるとともに,

知的なはたらき, 認知や思考の力をも伸ばした り,

対人的な社会性 をさえそだてるものである。」(3)と

して身体 ・精神の発育発達への影響について述べ,

表現活動の総合的多面性を主張 している。

このような幼児の表現活動の中で, 松本は動 き

の表現の指導の1つ のポイントとして, 動 きの緩

急 ・強弱 ・高低等, 舞踊運動構i成要素の原理 とも

対応する 「対立要素 と動 き」を挙げてお り 「この

両極の性質 を適度に もちこんで動 きをとらえる時,

動 きは変化に富み新鮮な感 じ方で行 うことができ

る」(4)と述べている。

本研究は, この対立要素の1つ に挙げられてい

る 「曲一直」を取 り上げ, 幼児の知覚 ・認知機能

の発達の側面から幼児の空間性のとらえ方を中心

に, 内的イメージと外化 される運動現象の検討を

試みるものである。そして, 認知の対象として単

純な幾何学 図形 よ り 「曲一直」の性質を有する

「まる」 と 「さんか く」を選択 した。

幼児の図形認知に関 しては, 数多 くの研究がな

されているが, 本研究では, 田中 らによる図形模

写 ・構成の研究結果(5)を参考に言語 ・図形提示に

よる連想語, 様々な刺激による運動現象を調査検

討し, 幼児の総合的な表現活動に対する基礎資料

を得ることを目的 とするものである。

2. 幼児の図形模写 ・構成の発達

田中らによる円

正三角形の模写の

発達過程について

は, 同一個人にっ

いて縦断的に研究

されたものであ り,

各図形の模写の成

功率は, 表-1に

示 す通 りで あ る。 この 結 果 よ り, 正 三 角 形 よ り円

の方 が 早 期 に発 達 をな し, いず れ も5才 まで に殆

ど完 成 され る とい えよ う。

一 方, 同 一被 験 者 に よ るマ ッチ棒 で の正 三 角 形

の構 成 結 果 は, 表 一2の 通 りで あ り 「3才 児 か ら

そ の可 能 性 が あ らわ れ, 模 写 よ りも1年 早 期 に発

達 して きて い る。 そ して, 6才 児 に な る とす べ て

の被 験 者 に よ っ て正 し く構 成 され る よ うに な る。」

(6)と述 べ て い る。

これらの結果を

通 して, 2才 以後

の図形模写及び図

形認知について,

田中の見解は表一

3の ようにまとめ

られる。

そして, これ ら

図形 模 写 が 幼 児 期 に お い て 困難 さを もた らす 要 因

と して, ピア ジ ェ の 「ポ テ ン シ ャル=メ ジ ャー メ

ン トとそ れ らを調 節 す る知 的表 象 の未 発 達 」 の 他

に 「鉛 筆 の活 動 に タ ッチす る指 先 の 運 動 技 能 の 未

熟 」(7)も 指 摘 して い る。

この研 究 結 果 を参 考 に, 本 研 究 に お いて は図 形

を対 象 と した身 体 表 現 活 動 の検 討 と合 わせ て, 幼

児 の 概 念 表 象 の 発 達 につ いて も考 察 を行 う。

3. 言 語 及 び 図 形 の 提 示 に よ る 連 想 語 の 抽 出

幼 児 の 「ま る」 「さん か く」 と い う言 葉 か らの

連 想 語 及 び平 面 図 形 か らの 連 想 語 の 抽 出 を 目的 と

して, 以 下 の 手 順 に よ り1対1の 面 接 法 に よ る調

査 を行 った 。 尚, 幼 児 との 対 話 は, 全 て カセ ッ ト

テ ー プ に収 録 した 。

Q1:「 ま るい か た ちの もの って 何 が あ るの 」

(幼 児 が 何 も答 えそ う もな い 場 合 は, 「お

ひ さ ま, そ うで しょ う」と話 しか け る)

Q2:「 さん か くの か た ちの もの って 何 が あ る

の 」(幼 児 がイ可 も答 えそ う もな い 場 合 は

「おや ま, そ うで し ょ う」 と話 しか け る)

Q3: (25cm×40cmの 白 紙 に 黒 マ ジ ッ クで描 い

た直 径15cmの 円 を提 示)

「こうい うかた ちの もの って 何 が あ るの」

Q4: (25cm×40cmの 白 紙 に 黒 マ ジ ッ クで描 い

た 一辺15cmの 正 三 角形 を頂 点 を上 に して

提 示)

「こ うい うかた ちの もの って何 が あ るの」

調 査期 間: 1987・9・20～9・26

被 験 者: 3才 児12名 (女 児)

4才 児5名 (女 児)

5才 児5名 (女 児4名 ・男 児1名)

・結 果 及 び考 察

図-1は, 連 想 語 数 の 年 齢 に よ る変 化 を示 した

もの で あ る。

表1＜ 円・産三角膿 勒 鋤 助 艇 ＞(%)

表2＜ 薦 角襯 の麟 皐＞(%)

表3 幼児の図粥 及棚 知の馳 (田中鵬 による)
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言語及び図形表示によ

る連想語は, 各年齢に共

通 して 「さんか く」より

も 「まる」の方が多 く,

且っ連想 も明確であると

言えよう。

言語刺激の 「まる」か

ら幼児が連想 した主なも

のを挙げると, (り んご
-3・4・5才 児) (み か ん-3・4・5才 児)

(ホ ッ トケ ー キ-4・5才 児) 等, 幼 児 が 頻 繁 に

口 にす る食 べ 物, (ボ ー ル-3・4・5才 児) の

よ うな 遊 具 等, いず れ も幼 児 の 日常生 活 と直 結 し,

視 覚 ・触 覚 を通 して 親 しん で い る もの で, 且 つ

「ま るい … 」 と い う具 合 に そ の名 称 と形 態 が結

び付 い て 語 られ る もの が 多 い と判 断 され, 五感 を

通 して名 称 と形 態 が 強 く結 び付 い て い る もの が連

想 の 中心 とな って い る と考 え られ る。

一 方, 4つ の質 問 を通 して の 一 人 当 た りの連 想

語 数 は, 3才 児3.9語 ・4才 児11語 ・5才 児103語

とな り 「ま る」 「さん か く」 か らの連 想 語 数 につ

いて は, 3～4才 を1つ の 移 行 期 と考 え る事 が で

きよ う。

これ は, この 時 期 の概 念 表 象 の発 達 の特 性 と3

～4才 での 語 数 の 増 加 に深 く関係 す る もの と考 え

られ よ う。

また3才 児 に お け る言 語 刺 激 か らの 連 想 語 の な

か に は, 「ま る」 の 所 で(さ ん か く一2)(し か

く) (ろ っ か っけ い), 「さん か く」 の 所 で(し

か く-2) (ま る) (ま る いの) 等, 平 面 図 形 名

が 多 く含 まれ て い る。 これ は, 「ま る」 「さん か

く」 と い う言 語 刺 激 か ら 「円」 「三 角 形 」 の 概 念

表 象 が で き, それ が 平 面 図形 の1つ と して の認 識

に と ど ま り, そ こか ら共 通 す る もの と して これ ら

の 連想 を生 じ させ た た め と考 え られ る。

しか し4・5才 児 にな る と 「円」 「三 角 形 」 の

概 念表 象 は, 「ま るい もの 」 「さん か くの もの」

と して 日常 的 ・具 体 的 な 事 物 に ま で拡 大 し, そ の

よ うな連 想 を生 じ させ な い もの と推 察 され る。

4. 図 形 を 対 象 と し た 身 体 表 現 活 動

言 語 ・平 面 図 形 ・絵 ・具 体 物 の4つ の刺 激 を用

い, 幼 児 の 「ま る」 と 「さん か く」 の身 体 表 現 活

動 につ い て, 以 下 の手 順 で35mmス チ ー ル に よ る撮

影 を行 った 。

(1) 言 語 に よ る刺 激

a.「 ま る くな って み て 」

b.「 さんか くに な って み て 」

(2) 平 面 図 形 に よ る刺 激

a. (先 述 の 円 を提 示)「 これ にな って み て 」

b. (先 述 の 正 三 角 形 を提 示)「 これ に な って み て」

(3) 絵 によ る刺 激

a. (画 用紙 に書 か れ た お月 様 を提 示)「 これ に な

って み て」

b. (画 用 紙 に書 か れ た 家 の 屋 根 を提 示)「 こ れ に

な って み て」

(4) 具 体 物 に よ る刺 激

a. (ゴ ム製 の ボ ー ル を提 示)「 これにな って みて」

b. (紙 製 の 三 角 錐 を提 示)「 これ に な って み て」

1撮影 期 間: 1987・9・27～10・3

・結 果 及 び考 察

図-2は, 各 刺 激 に対 す る具 体 表 現 の 静 止 部 分

を撮 影 し, トレー ス を行 った もの で あ る。

全般的にみると, 発達段階によって身体の一部,

全体 という差異は認め られるものの本研究におけ

る被験者については, 「まる」の刺激か らは曲線

的な運動 ・ポーズが, 「さんかく」-の刺激か らは,

直線的性質よ りも有角性の方が強調 されてお り,
二者の問には明らかな形態の差が認められるとい

えよう。

発達の特性についてみると, 3才 児では指 ・腕・

全身による表現がほぼ同率であるのに対 し, 4才

児では, 腕 ・全身, 5才 児では全身とい う具合に

部分から全身での表現 という方向性 をみせている。

この理由として, 加齢にともなって運動経験が

豊富になり運動技能が向上 したとともに, 空間意

識が拡大 されたものと考 えられよう。

また, 知的発達によって与えられた課題に対 し

指よ り腕, 腕より足 ・全身というより困難な形態

図-11 人当たりの連想

語数の年齢による変化

劔灘

□ 聖る
■ さんかく

■ △

図-2 各刺激に対する身体表現活動

(一 部抜粋)
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を創 りだそうとする欲求が働いている事 も関係す

るもの と思われる。

本実験設定においては, 各刺激の性質 を強化さ

せる言葉かけは行わなかったため, 全般的に刺激

の違いによる形態の差は殆ど認められないが, 特

に3才 児の数名については, 言語刺激からの身体

表現活動はみられず, 他の視覚を刺激するものの

提示によってのみ表現が可能となる場合が認めら

れた。

これは, 言語による概念表象の未発達と内的イ

メージを外化 させる能力の未発達の両者のかかわ

りによるものと思われる。
一方, 5才 児2名 については, 静止しているボ

ールを刺激 として, 前転が行われた。これは, 転

がるというボールの1つ の性質が, 知的理解によっ

て外化する運動形態 と結びついた結果 といえよう。

5. まとめ

本研究においては, 田中らによる幼児の図形模

写, 構成の発達特性を参考に身体表現活動の1つ

の軸である空間性の認識について1つ の試みを行

った。

その結果 として, 「まる」 「さんかく」 という

対象に対 し言語及び図形を刺激 とした連想語は,

3～4才 を1つ の移行期 とし日常生活 と直結 した

具体物を中心 として発達す るといえよう。

その際, 「まる」の方が 「さんか く」よりも連

想が明確であり, 具体物 と直結 しやすい性質を有

すると考えられる。
一方, 身体表現活動にみられる 「まる」 「さん

か く」については, 3才 児か ら2つ の形態には,

明らかな差異が認められ, 「まる」は曲線的性質,

「さんか く」は有角性が強調 されるといえよう。

この結果より, 3～4才 児における図形模写が

トポロジー的関係にもとずいて行われるという点

は, 田中の指摘のように指先の運動技能の未熟に

多く係わるものと判断 されよう。

そして, 加齢 にともなう幼児の運動技能の向上,

空間意識の拡大等により, 表現形態は, 部分から

全身へ移行するといえよう。

また, 3才 児 については, 連想語及び身体表現

の結果よ り言葉の 「まる」 「さんか く」のみによ

り概念表象 をつくりだ し外化させることの困難性

が指摘 されよう。

本研究において身体表現活動 を促す刺激 として

用いた言語 ・平面図形 ・絵 ・具体物は, それのみ

を静的に提示す るのでは, 外化 される運動形態に

殆ど差異はなく, それらを表現活動の題材 として

扱 う場合には, その提示法及び言葉かけが生 きた

表現をひきだす重要な問題 となると考えられる。
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